
母と子のメンタルヘルスケア研修会入門編
（以後、ＭＣＭＣ認定研修会入門編）開催要項

1. 研修会開催申込書を本サイトよりダウンロードし事務局へ提出する。 【申請は開催3カ月前までに】

2. 主催者側には指導者講習会の受講認定者を最低1人含むこととする。

3. 研修会にはスーパーバイザーの精神科医を一人招聘することとする。

➢ スーパーバイザーは事務局よりご紹介いたします。

4. 研修会の受講料は主催者側が設定し、研修会の費用（会場費、講師招聘費など）を負担する。

5. 原則的に、受講申し込み、e-learning（事前学習）の提供、受講修了証の発行はMCMC事務局が行い、
e-learning受講・受講修了証発行料として受講者は本サイトに3,000円を支払うものとする。

➢ 受講者の募集は原則MCMCサイト（本サイト）から行う。

➢ 主催者側で受講者を限定して募集することも可能 → ご相談ください。

6. 研修会ではプレテスト・ポストテストを行う。

➢ プレテストはe-learningによる事前講習の前に本サイト上で行う。

➢ ポストテストは集合研修会終了後に本サイト上で行う。

7. 主催者は研修会終了後、①受講者名簿と②実施報告書を事務局へ提出する。

➢ 研修会終了後、1週間以内に提出する。

8. 上記①、②の提出後、本サイトより受講修了証の発行が可能となり各自印刷して受け取る。



MCMC認定研修会（入門編）
研修会の基本構成

受講時間 タイトル 講師

15分 母子の愛着形成について 星 真一

30分 周産期メンタルヘルスの重要性と役割 相良洋子

30分 母子の関係性と妊産婦の対応の基本 清野仁美

30分 妊産婦のメンタルヘルスの不調と対応 竹内 崇

講習時間 内容 講師

○分 プログラム１ （トピックス（講演など）） 外部講師など

40分（講習） 支援が必要な妊産婦のスクリーニング ※必修 スーパーバイザー

90分 事例検討（グループワーク） ※必修 スーパーバイザー

○分 プログラム２ （地域連携に関する講演） 地域行政など

10分 総括 ※必修 スーパーバイザー

e-learning（自宅での事前学習）

研修会（所要時間3時間以上のプログラムを推奨）

※必修項目は必ずプログラムに組み込むこと



MCMC認定研修会（入門編）
受講申し込みから受講修了証の交付まで

1．受講希望者はMCMCサイト（本サイト）に登録し、希望の研修会へ申し込む。

→3,000円の支払が完了後、プレテストおよびe-learning（事前学習）を受講

し、集合研修会へ進むための研修会参加票を取得。

2．集合研修会の受付で研修会予約票を提示し、受講。

→主催者側で設定した受講費の徴収（受講料を設定しない場合は不要）。

3．主催者は研修会終了後、①受講者名簿と②実施報告書を事務局へ送付。

4．主催者より①・②の報告後、本サイト上でポストテスト受講が可能となり、

受講修了証が発行される。各自印刷して受け取る（受講修了証はクリニカ

ルラダーⅢ認証のための認定証になる）。



【研修会開催申請】
（主催者）

研修会開催申請
本サイトより開催申込書をダウンロードし必

要事項記入の上提出

【MCMC事務局】
（本サイト）

【募集】（本サイトまたは主催者）
-公募の場合-
本サイトにて募集開始
⇒本サイトにて受講取りまとめ

-公募しない場合（地域限定等）-
主催者側で募集開始
⇒主催者側で受講取りまとめ、受講者
が確定したら事務局に報告

【プレテスト＆e-learning】（本サイト）
受講申込者は受講料入金後、
プレテストとeラーニングを受講
⇒研修会参加予約票が発行される

※本サイトにて事前講習受講と受講修了証発行
のための手数料として3,000円が必要となる

【研修会】
（主催者）

研修会の運営全般

【報告】（主催者）
①受講者名簿
②実施報告書
を事務局へ提出

【ポストテスト＆受講修了証】（本サイト）
ポストテストを受講すると
受講修了証が発行される

⇒各自印刷またはダウンロードして受け取る

申請承認
募集開始

受講者は研修会
参加予約票を持
参し受付に提出

本サイト登録
＆受講開始

研修会参加費

（設定する場合のみ）
の回収


